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★「手ぶら登園」は、おむつやおしり拭きを保育施設に直接届ける月額定額制のサー

ビスで、サイズや枚数に関係なく何枚でも使い放題。保護者の「毎日紙おむつに名

前を手書きして持参する手間」と、保育士の「園児のおむつの個別管理の大変さ」

という双方の課題を解決できるサービス。朝の準備にゆとりができ、登園の荷物も

減らせるので子どもと手をつないで登園することができるようになる。 

 

★実証実験期間中は、使い放題となるオムツなどの費用を同社が負担する。全市立保

育所など（16 園）のほか、私立保育所（園）、認定こども園、小規模保育事業実施

施設のうち希望する園で令和４年５月から２カ月間試行する。 

 

★協定締結式の概要 

 日時：３月 28日（月）午前 10時～10時 30分 

 場所：市役所別館４階 市長応接室 

 出席者：＜市＞ 市長 伏見 隆 

副市長 清水 秀都 

子ども未来部長 横尾 佳子 

＜BABY JOB株式会社＞ 

代表取締役 上野 公嗣 様 

取締役 脇 実弘 様 

営業部マネージャー 福西  泰河  様  

マーケティング部マネージャー 京村  美沙子  様  

 

＜お問い合わせ＞ 

子ども未来部 公立保育幼稚園課 ☎072-841-1473、FAX 072-841-4319 

紙おむつのサブスクで子育て支援 
公立保育所では府内初、BABY JOB㈱と公民連携 

令和４年（2022年）３月 24日 

 市は、保育施設で紙おむつやおしり拭きが使い放題になる定額サービス「手ぶ

ら登園」を提供する BABY JOB株式会社と３月 28 日(月)、「子育て支援連携に関す

る協定」を締結する。子育て支援施策と住民サービスの向上を推進し、子育て世

代にとって魅力あるまちづくりを進めるもので、市内の保育所などで５月～６月

末に実証実験を行い、保護者の負担軽減につながるかなどニーズを検証する。公

立保育所で試行するのは府内初。事業者のアイデアや技術などを市の課題解決と

魅力向上に生かす「枚方市公民連携プラットホーム」の事業の一環。 

同日午前 10時から、市役所別館４階市長応接室で協定締結式を開催する。 


